文字を綴る上での思いこみ

日本人がワープロで何か文章を作る際には、自然とある一定の思いこみがあるのではないかと考えられます。例えば、知らず知らずのうちに原稿用紙を想定してワープロに文字を入力しているのではないかと思われるのです。

「文字を入力する際に、1行には40文字書ける、それが50行あるから1ページに200文字入力できる」とまでは意識していないにしても、“最初の行にまず７文字入力して、5文字分の空白をあけ（入力位置をスペースで、5文字分移動させる。空白文字を入力すること。）後半部分として９文字入力する。改行して次の行にも同じように６文字入力して、６文字分の空白を開け、続けて後半部分を６文字入力する”と言うような気持ちで入力しているのではないかと思われます。

例えば次のようにです。（文字は、MS明朝・12ポイントです）

きのうの天気は          曇りのち晴れでした

今日の天気は            晴れのち曇り

あしたの天気は          曇りのち雨になるでしょう

何の変哲も無い当たり前のような入力のように思われますが、ここに重大な思いこみが潜んでいます。試しに、文字をMS P明朝に変えてみてください。

きのうの天気は          曇りのち晴れでした

今日の天気は            晴れのち曇り

あしたの天気は          曇りのち雨になるでしょう

スペースキーを使って、2行目の空白部分を調整してみましょう。

きのうの天気は          曇りのち晴れでした

今日の天気は           晴れのち曇り

あしたの天気は          曇りのち雨になるでしょう

さらにスペースキーで2行目と3行目を調整してみます。

きのうの天気は          曇りのち晴れでした

今日の天気は          晴れのち曇り

あしたの天気は         曇りのち雨になるでしょう

  つまり、プロポーショナルフォントを使ったり、書体を変えたり、文字の大きさを変えたりして、説得力のある見栄えの良い文章を作る際には、原稿用紙的発想は通用しないと言うことです。

